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御
鎮
座
四
百
年
大
祭

久
能
山
東
照
宮



元
和
二
年
四
月
十
七
日
、

徳
川
家
康
公
は
駿
府
城
に
て
薨
去
さ
れ

久
能
山
に
て
東
照
大
権
現
と
い
う
神
様
に
な
り
ま
し
た

げ
ん 

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
う
き
ょ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

ご 

れ
い
げ
ん

以
来
四
百
年
、
今
も
な
お
大
い
な
る
御
霊
験
を
も
っ
て

私
た
ち
の
平
和
を
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す

日本平ロープウェイ 《日本平山頂に無料駐車場あり》
お問合せは…電話 054-334-2026（静岡鉄道株式会社 日本平ロープウェイ営業所）

四百年の聖地久能山へ、日本一の名勝日本平とわずか５分で結びます。

聖
地
、久
能
山
へ
。
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御
鎮
座
四
百
年
大
祭

久
能
山
東
照
宮

　
久
能
山
下
か
ら
始
ま
る
石
段
の
参
道
。
登
り
口
の

灯
ろ
う
に
は
、
五
十
年
に
一
度
の
大
祭
を
知
ら
せ
る

注
連
縄
が
渡
さ
れ
て
い
た
。

　
権
現
さ
ん
と
い
う
神
と
な
っ
た
徳
川
家
康
公
は
、

四
百
年
前
か
ら
こ
の
山
の
上
に
い
て
、
日
本
の
国
を

守
護
し
て
い
る
。
東
照
宮
社
殿
が
御
前
崎
の
岬
を
向

い
て
い
る
こ
と
も
そ
の
証
拠
の
一
つ
だ
。

　
御
前
崎
が
何
な
の
か
、
簡
単
に
い
え
ば
、
日
本
の

神
々
に
日
が
昇
る
も
と
に
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ほ

ぼ
同
緯
度
に
あ
る
伊
弉
諾
神
宮
、
三
輪
山
、
伊
勢
神

宮
な
ど
を
結
ぶ
直
線
の
、
東
の
延
長
上
に
御
前
崎
は

あ
る
。久
能
山
東
照
宮
は
そ
の
御
前
崎
を
見
お
ろ
し
、

真
後
ろ
を
霊
峰
富
士
に
守
ら
れ
る
。（
12
頁
地
図
）

　
久
能
山
は
、
そ
の
地
形
の
成
り
立
ち
も
特
別
だ
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
、
北
ア
メ
リ
カ
プ
レ
ー
ト
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
と
い
う
三
つ
の
プ
レ
ー
ト

の
交
わ
る
あ
た
り
に
あ
る
か
ら
、
日
本
列
島
形
成
の

中
心
的
な
エ
リ
ア
に
そ
び
え
て
い
る
と
見
る
こ
と
が

で
き
る
の
だ
。

　
久
能
山
こ
そ
が
真
の
日
本
の
中
心
で
あ
る
と
、
家

康
公
は
考
え
て
い
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
山
に
眠

り
、
日
本
を
守
る
神
と
な
っ
た
。

　
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
大
祭
の
意
義
も
大
き
い
。
一

生
に
一
度
、
せ
い
ぜ
い
二
度
し
か
な
い
大
祭
は
、
日

本
の
守
護
神
の
存
在
を
知
る
た
め
の
、
貴
重
な
機
会

を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
だ
。

日
本
の
中
心
、
日
本
の
守
護
神

　
雨
と
い
う
予
報
に
も
関
わ
ら
ず
、

降
っ
た
の
は
大
祭
行
事
の
合
間
に
す

ぎ
な
か
っ
た
。
神
前
に
大
祭
の
開
始

が
告
げ
ら
れ
る
間
、
午
後
の
神
賑
行

事
が
行
な
わ
れ
る
間
、
む
し
ろ
初
夏

を
思
わ
せ
る
晴
れ
間
さ
え
見
え
て
、

誰
も
が
は
っ
き
り
と
、
権
現
さ
ん
の

存
在
を
実
感
し
た
。

第
一
日
の
儀 

奉
告
祭

ほ
う
こ
く
さ
い

　
日
本
の
繁
栄
と
世
界
の
平
和
を
祈

念
す
る
神
事
が
社
殿
で
斎
行
さ
れ
た

あ
と
、
社
殿
横
の
日
枝
神
社
前
で
、

鎌
倉
時
代
に
陰
陽
道
を
軸
と
し
て
始

ま
り
、
徳
川
幕
府
で
も
重
用
さ
れ
て

き
た
小
笠
原
流
に
伝
わ
る
蟇
目
の
儀

が
奉
納
さ
れ
、
午
後
に
は
大
勢
の
射

手
に
よ
る
百
手
式
も
奉
納
さ
れ
た
。

第
二
日
の
儀 

平
和
祭

へ
い 

わ   

さ
い

神
楽
殿
で
合
唱
を
奉
納
す
る
久
能
小
学
校
の
子
供
た
ち
（
四
月
十
五
日
）

小
笠
原
流
に
よ
る
蟇
目
の
儀
（
四
月
十
六
日
）

平成二十七年 久能山東照宮 御鎮座四百年大祭
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平
成
二
十
七
年

四
月
十
五
日（
水
） 

第
一
日
の
儀 

奉
告
祭

四
月
十
六
日（
木
） 

第
二
日
の
儀 

平
和
祭

四
月
十
七
日（
金
） 

第
三
日
の
儀 

御
例
祭

四
月
十
八
日（
土
） 

第
四
日
の
儀 

奉
幣
祭

四
月
十
九
日（
日
） 

第
五
日
の
儀 

終
了
祭

　
　
　
　
　
　
や
ま
し
た

　
し
め
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

お
ま
え
ざ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

い 

ざ 

な 

ぎ  

じ
ん
ぐ
う
　
　 

み   

わ 

や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ん
し
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ひ
　 

え  

じ
ん 

じ
ゃ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ん
み
ょ
う
ど
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

ひ
き
め

　
　
　
　
　
　
　
　 

も
も
て
し
き
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平成二十七年 久能山東照宮 御鎮座四百年大祭

社
殿
で
の
御
例
祭
の
神
事
の
あ
と
徳
川
家
康
公
の
埋
葬
さ
れ
て
い
る
神
廟
を
参
拝
す
る
徳
川
宗
家
（
四
月
十
七
日
）

　
平
成
二
十
七
年
四
月
十
七
日
、
徳

川
家
康
公
の
神
忌
（
御
命
日
）
と
な

る
第
三
日
の
儀
「
御
例
祭
」
に
て
、

司
祭
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
徳
川
宗
家

の
第
十
八
代
当
主
、
德
川
恒
孝
さ
ん

が
、
社
殿
で
の
お
ま
つ
り
の
あ
と
、

久
能
山
東
照
宮
の
神
廟
に
参
拝
さ
れ

た
。

　
こ
れ
は
毎
年
の
例
祭
で
恒
例
と

な
っ
て
い
る
も
の
だ
が
、
五
十
年
に

一
度
の
大
祭
を
全
国
報
道
す
る
た
め

に
集
ま
っ
た
取
材
陣
の
見
守
る
中
で

行
わ
れ
た
こ
と
は
、
極
め
て
意
義
が

大
き
か
っ
た
。

　
特
に
注
目
し
た
い
の
は
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

に
よ
る
当
日
の
こ
の
報
道
だ
。

　
「
落
合
偉
洲
宮
司
が
家
康
の
遺
徳

を
し
の
ん
で
祝
詞
を
読
み
上
げ
た
あ

と
、
雅
楽
の
演
奏
に
合
わ
せ
て
春
を

告
げ
る
舞
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
あ
と
一
行
は
社
殿
の
奥
に
あ
る
神

廟
と
呼
ば
れ
る
家
康
の
墓
を
参
拝
し

ま
し
た
」

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
全
国
放
送
で
久
能
山
東

照
宮
神
廟
を
「
家
康
の
墓
」
と
ス
ト

レ
ー
ト
に
伝
え
、
そ
こ
に
宗
家
が
参

拝
さ
れ
る
こ
と
を
は
っ
き
り
と
報
じ

た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
初
め
て

だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

と
く
が
わ
つ
ね
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

し
ん
び
ょ
う

　
　
　
お
ち
あ
い
ひ
で
く
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
と

第
三
日
の
儀 

御
例
祭

ご
れ
い
さ
い
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平成二十七年 久能山東照宮 御鎮座四百年大祭

　
大
祭
第
四
日
と
な
る
奉
幣
祭
で
は
、
前
日
の

御
例
祭
に
続
い
て
徳
川
宗
家
を
司
祭
と
し
て
、

天
皇
陛
下
か
ら
の
幣
物
（
お
供
え
の
品
）
を
東

照
大
権
現
の
神
前
に
あ
げ
、
日
本
の
繁
栄
と
世

界
の
平
和
が
祈
念
さ
れ
た
。

　
徳
川
宗
家
の
德
川
恒
孝
さ
ん
は
、
昭
和
四
十

年
の
三
百
五
十
年
大
祭
で
も
宗
家
と
し
て
司
祭

を
務
め
ら
れ
て
い
る
。
上
の
写
真
で
先
頭
を
歩

い
て
い
る
の
が
、
当
時
二
十
五
歳
の
德
川
恒
孝

さ
ん
だ
。

第
四
日
の
儀 

奉
幣
祭

ほ
う
べ
い
さ
い

昭和40年 御鎮座三百五十年大祭（写真提供：久能山東照宮）

天
皇
陛
下
の
お
供
え
物
に
続
い
て
楼
門
を
入
っ
て
く
る
黒
の
衣
冠
装
束
の
徳
川
宗
家
と
落
合
宮
司
ら
奉
仕
者
（
四
月
十
八
日
）
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德
川
家
康
公
の
墓
所
、
神
廟
を
参
拝
す
る
人
々
（
四
月
十
七
日
）

大
祭
の
期
間
中
は
大
勢
の
人
々
が
参
詣
し
た

太鼓の奉納ほまれの会の舞踊奉納。お茶がえるクンも登場

御例祭の列を先導した静岡木遣保存会東嘉会大祭の五日間を通して舞を奉納した翁雅楽会

安
倍
川
源
流
域
の
梅
ヶ
島
に
伝
わ
る
梅
ヶ
島
新
田
神
楽
の
奉
納
（
四
月
十
九
日
）

　
大
祭
は
こ
の
日
、
全
日
程
を
完
了

し
た
。
静
岡
平
野
を
生
み
出
し
た
清

流
安
倍
川
の
源
流
域
、
梅
ヶ
島
に
伝

わ
る
神
楽
が
奉
納
さ
れ
、
こ
れ
が
社

殿
に
お
け
る
神
事
を
締
め
く
く
っ
た
。

午
後
か
ら
小
雨
、
翌
日
は
大
雨
。
権

現
さ
ん
か
ら
「
よ
く
や
っ
た
」
と
い

う
謝
意
が
伝
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

第
五
日
の
儀 

終
了
祭

し
ゅ
う
り
ょ
う
さ
い

　
　
　
あ
べ
か
わ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
め
が
し
ま

　
　
　
　
　
か
ぐ
ら
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六甲法占星術で読み解く徳川慶喜公の人物像六甲法占星術で読み解く徳川慶喜公の人物像

六
甲
法
占
星
術
で
読
み
解
く

　
徳
川
慶
喜
公
は
「
南
」
の
人

　「
け
い
き
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
て
静
岡
の
人
た
ち

か
ら
親
し
ま
れ
た
と
い
う
徳
川
慶
喜
公
は
天
保

八
年
九
月
二
十
九
日
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
西
暦

で
は
一
八
三
七
年
十
月
二
十
八
日
生
ま
れ
で

「
南
」
の
人
で
す
。
駿
府
に
育
ち
駿
府
を
築
い
た

徳
川
家
康
公
と
と
も
に
、
駿
府
に
最
も
ゆ
か
り
の
深
い
将
軍
さ
ま
で
し
た
。

　「
南
」
の
人
は
ど
ん
な
人
？

　「
南
」
は
太
陽
の
気
が
最
強
に
な
る
と
こ
ろ
な
の
で
、「
太
陽
の
も
と
で
無
邪

気
に
遊
ん
で
い
る
子
供
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
し
ま
す
。
無
邪
気
な
子
供

で
す
か
ら
、
好
き
嫌
い
が
顔
に
出
や
す
く
、
年
を
取
っ
て
も
そ
れ
ま
で
の
常
識

や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
自
由
な
発
想
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、
自
分
の
感
覚

と
い
う
も
の
を
、
誰
よ
り
も
強
く
信
じ
こ
ん
で
し
ま
う
と
い
う
面
も
あ
り
ま
す
。

他
の
人
か
ら
見
て
、
あ
る
い
は
客
観
的
に
考
え
て
、「
ち
ょ
っ
と
変
だ
」
と
思

わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
で
も
、
本
人
は
「
絶
対
に
正
し
い
選
択
」
と
信
じ
こ
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
信
じ
る
気
持
ち
の
強
さ
が
「
南
」
の
人
の
特
徴
で
す
。

　
幕
末
の
激
動
の
時
代
を
ど
う
生
き
た
の
か

　
江
戸
幕
府
の
政
治
体
制
に
は
す
で
に
限
界
が
来
て
い
た
こ
と
を
十
分
に
承
知

し
て
い
な
が
ら
、
時
流
に
乗
じ
た
野
望
の
渦
を
警
戒
し
つ
つ
、
国
の
命
運
に
つ

い
て
は
誰
よ
り
も
強
く
責
任
を
感
じ
て
行
動
し
て
き
た
│
と
い
う
の
が
、
最
後

お
き

つ

ひ
ろ

え

興
津
寛
枝

占
術
家

の
将
軍
、
徳
川
慶
喜
公
だ
と
思
い
ま
す
。
人
の
羨
む
あ
り
余
る
才
能
に
恵
ま
れ

な
が
ら
、
自
ら
は
決
し
て
野
心
を
持
た
ず
、
か
と
い
っ
て
全
て
を
放
棄
し
て
し

ま
う
に
は
、
日
本
は
あ
ま
り
に
危
う
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
ん
で
す
ね
。「
責

任
感
が
強
い
」
と
い
う
の
も
「
南
」
の
人
の
特
徴
で
す
か
ら
、
自
分
の
置
か
れ

た
立
場
に
対
し
て
は
責
任
を
ま
っ
と
う
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
く
、
自
己
犠
牲

も
厭
い
ま
せ
ん
。
当
初
、
将
軍
職
を
固
辞
し
て
き
た
と
い
う
の
も
、
そ
の
責
任

の
重
さ
を
誰
よ
り
も
わ
か
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
同
じ
タ
イ
プ
の
有
名
人

　「
南
」
の
人
は
自
分
の
感
性
が
絶
対
な
の
で
、
シ
ャ
ネ
ル
、
ゴ
ル
テ
ィ
エ
、

森
英
恵
、
山
本
寛
斎
、
山
本
耀
司
な
ど
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
に
成
功
者
が
多
い

よ
う
で
す
。
慶
喜
公
も
時
代
の
変
化
を
誰
よ
り
早
く
察
し
て
い
ま
し
た
か
ら
、

日
本
の
未
来
を
は
っ
き
り
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
浮
月
楼

　
慶
喜
公
が
駿
府
＝
静
岡
市
で
過
ご
し
た
二
十
九
年
の

う
ち
、
約
二
十
年
を
過
ご
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
今
も

残
る
「
浮
月
楼
」
で
す
。
建
物
は
戦
火
な
ど
で
建
て
直

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
美
し
い
庭
園
は
慶
喜
公
が
手
が
け

た
も
の
で
、
ホ
テ
ル
、
料
亭
、
結
婚
式
場
な
ど
と
し
て
、

駿
府
の
誇
り
を
今
に
伝
え
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
の
便
利
な

静
岡
駅
前
で
す
か
ら
、
是
非
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

六
甲
法
占
星
術
と
は　

中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
万
象
学
の

中
に
あ
る
占
星
術
で
、
私
た
ち
人
間
を
誕
生
日
か
ら
割
り
出
さ

れ
る
「
東
西
南
北
天
地
」
の
六
つ
の
宿
命
に
分
類
し
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
た
さ
れ
て
い
る
性
格
や
役
割
を
理
解
す
る
も
の
で
す
。
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久能山東照宮四百年の真実

対
馬

岡
崎
●

蓬
莱
山
東
照
宮
●

●
世
良
田
東
照
宮

●
江
戸

日光 二荒山
   ▲

富
士
山
▲

久
能
山
▲

北緯 34 度 30 分付近にほぼ一直線に並ぶ

北緯 34 度 50 分付近にほぼ一直線に並ぶ

●
伊
弉
諾
神
宮

▲
三
輪
山

●
伊
勢
神
宮

※この地図は、静岡県立大学高木桂藏名誉教授よりご寄稿いただいた内容に従って本誌がまとめたものです。

～家康公が「駿府城の本丸」とした久能山は、天下統一の中心地だった～
日本の風水起点となっている久能山

●
御
前
崎

京
都
●

い
ざ
な
ぎ
じ
ん
ぐ
う

●
海
神
神
社

か
い
じ
ん
じ
ん
じ
ゃ

み
わ
や
ま

久
能
山
東
照
宮
四
百
年
の
真
実

　

徳
川
家
康
公
の
ご
遺
骸
は
、
元
和
二
年
（
一
六
一
六
年
）

四
月
十
七
日
、
家
康
公
の
薨
去
当
日
（
亡
く
な
っ
た
日
）
に

久
能
山
に
埋
葬
さ
れ
た
。
薨
去
の
約
二
週
間
前
、
大
御
所
家

康
公
は
駿
府
城
に
天
海
僧
正
、
金
地
院
崇
伝
、
本
多
正
純
を

呼
び
、「
遺
骸
は
久
能
山
に
埋
葬
せ
よ
、
葬
儀
は
江
戸
の
増

上
寺
に
て
、
位
牌
は
三
河
の
大
樹
寺
に
、
そ
し
て
一
周
忌
の

後
、
日
光
山
へ
小
さ
な
堂
を
建
て
勧
請
せ
よ
」
と
の
ご
遺
命

を
託
さ
れ
た
。「
勧
請
」
と
は
、
分
祀
、
分
霊
の
こ
と
だ
。

　

翌
年
、
勧
請
を
指
揮
し
た
天
海
は
、

　
「
あ
れ
ば
あ
る
、
な
け
れ
ば
な
い
に
駿
河
な
る
く
の
な
き

神
の
宮
遷
し
哉
」（『
駿
國
雜
志
』よ
り
）

　

と
い
う
謎
の
歌
を
久
能
山
に
残
し
た
が
、「
く
」と
は
ご
尊

体
を
意
味
す
る
「
躯
」
と
読
む
こ
と
で
そ
の
謎
は
解
け
る
。

　

つ
ま
り
、「
柩
を
久
能
か
ら
日
光
へ
運
ぶ
が
、
ご
遺
骸
は

入
っ
て
い
な
い
」
と
い
う
意
味
に
な
る
。
あ
く
ま
で
も
分
霊

な
の
だ
が
、
過
去
の
記
録
に
「
神
柩
」
と
か
「
ご
尊
体
」
を

運
ん
だ
と
い
う
記
述
が
あ
る
た
め
誤
解
を
招
き
、
ま
た
幕
府

も
あ
え
て
そ
の
誤
解
を
容
認
し
、
日
光
へ
世
間
の
耳
目
を
集

め
よ
う
と
し
た
。

　

そ
も
そ
も
久
能
山
に
は
文
字
通
り
の
「
神
廟
＝
神
君
の

墓
」
が
あ
る
が
、
日
光
に
あ
る
の
は
「
奥
社
」
で
、
そ
こ
に

墓
所
と
い
う
意
味
は
な
い
。

　

久
能
山
は
そ
の
後
三
代
将
軍
家
光
公
の
時
に
神
廟
に
二
十

ト
ン
も
の
石
を
使
っ
て
宝
塔
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
、
幕
府
の

手
に
よ
っ
て
密
か
に
大
事
に
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
も
ま
た
、

久
能
山
が
真
の
墓
所
で
あ
る
証
拠
に
他
な
ら
な
い
。

「
久
能
山
に
家
康
公
の
ご
遺
骸
は
な
い
」
と
い
う
の
は
俗

説
で
、
事
実
に
反
す
る
も
の
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
は
、

本
誌
が
こ
れ
ま
で
に
特
集
し
て
き
た
内
容
の
要
約
で
す
。

四
つ
の
事
実
か
ら
見
え
る「
徳
川
家
康
公
の
真
の
墓
所
」

東
照
宮

御
例
祭

御
例
祭
は
、徳
川
家
康
公
の‥

‥

？

久
能
山

日
光

四
月
十
七
日

五
月
十
七
日

命
日

月
命
日

御
例
祭（
一
年
で
最
も
重
要
な
行
事
）

二東
照
宮

ご
遺
命

久
能
山

日
光

躰
（
御
遺
骸
）を
埋
葬
せ
よ

一
周
忌
の
後
、
小
堂
を
建
て
勧
請
（
分
霊
）せ
よ

＊
家
康
公
か
ら
口
頭
で
ご
遺
命
を
聞
か
さ
れ
崇
伝
が『
本
光
国
師
日
記
』に
記
録
し
て
い
る
。

徳
川
家
康
公
に
よ
る
ご
遺
命（
亡
く
な
る
二
週
間
ほ
ど
前
）

三

遺
命
に
背
け
ば
起
き
た
は
ず
の
争
い
が
歴
史
に
な
い

四
「
墓
所
」と
さ
れ
る
場
所
の
正
式
名
称
と
意
味

東
照
宮

「
墓
所
」の
正
式
名
称
正
式
名
称
の
意
味

久
能
山

日
光

神
廟

奥
社

神
君
徳
川
家
康
公
の
墓

お
宮
、
お
堂
（
墓
で
は
な
い
）

一

日光東照宮奥社

久能山東照宮神廟

　
以
上
の
事
実
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、
久
能
山
と
日
光
、
そ
れ

ぞ
れ
の
本
質
的
な
あ
り
方
で
す
。
久
能
山
は
山
ひ
と
つ
全
て
が
神

君
徳
川
家
康
公
の
墓
所
。
日
光
東
照
宮
は
東
照
大
権
現
を
盛
大

に
お
祀
り
し
関
東
を
鎮
守
す
る
お
宮
。
ど
ち
ら
も
家
康
公
の
ご
遺

命
に
最
大
限
の
形
で
従
っ
た
も
の
と
素
直
に
解
釈
で
き
ま
す
。
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編
集
部
よ
り
お
知
ら
せ

　
あ
ん
な
に
待
ち
遠
し
か
っ
た
久
能
山
東
照
宮
御

鎮
座
四
百
年
大
祭
が
、
と
う
と
う
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
大
祭
の
前
日
ま
で
雨
。
大
祭
が
終

わ
っ
た
翌
日
が
ま
た
大
雨
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
大

祭
の
五
日
間
は
見
事
に
晴
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
権

現
さ
ん
の
ご
神
徳
と
、
参
拝
し
た
皆
さ
ん
の
心
が

け
が
良
か
っ
た
お
か
げ
で
し
ょ
う
。

　
次
は
五
十
年
後
の
四
百
五
十
年
大
祭
。
生
き
て

い
た
ら
も
う
一
度
行
き
た
い
の
で
、
医
学
の
進
歩

に
も
期
待
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
次
号
二
〇
一
五
年
秋
号
は
、
八
月
十
八
日
水
曜

大
安
吉
日
の
発
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非
ま

た
、
久
能
山
東
照
宮
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
！
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